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MATCH REPORT

【ニューカッスル】 
システムは4-3-3。 
前半開始早々から相手陣地へ圧力をかけて高い位置でのボール奪取を図る。 
ボール奪取から素早い攻撃という本来のチームのあるべき姿を迷いなく 
遂行するという決意を感じる立ち上がりだった。 
その任務を行う上で重要な中盤のギマランイス、トナーリ、ジョエリントンの 
強度は非常に高く、相手ビルドアップのキーマンであるフラーフェンベルフと 
マクアリスターに対しては時間を与えない守備を行っていた。 
攻撃では奪ったボールを多少アバウトでも前線のイサクに送り込む事で相手守備陣形
の乱れを狙い続けた。右サイドに入ったマーフィーや左サイドのゴードンはアクディ
ブトランジションのスピードが速く、奪ってから素早い攻撃で何度か決定機も迎えて
いた（2点目のゴードン含む）。 
得点はギマランイス-イサクのホットラインから生まれたものが2点。セットプレー
から1点。得点力不足が課題のチームに希望が持てる試合になった。 
守備では高い位置での4-3-3のプレスと自陣リトリート時の4-5-1の使い分けも非常
に良かった。それだけに後半の自分達のミスからの2失点が痛かった。次節はボール
の失い方に気をつけたい。個人的なMOMはギマランイス。 
圧巻のプレッシングからイサクへの配球も的確で正確だった。 
両チームで生まれた6ゴールの中からのMIG(MostImpressiveGoal)は 
イサクの弾丸シュート。

SCORE 　3-3（1st 1-0 2nd 2-3） 

・4-3-3、4-5-1の整理が見事だったニューカッスル 
・後半右サイドに現れた赤い『発射台』と『ミサイル』 
・ハイインテンシティが生んだ極上のスリリングな90分

TOP3 point

【リヴァプール】 
システムは4-2-3-1。 
過密日程の中で中でできるターンオーバーを採用。 
右サイドバックには若手のクアンサーを起用した。立ち上がりからビルドアップには
苦戦する。キーマンのフラーフェンベルフとマクアリスターが 
タイトにマークされ効果的な配給がなかなかできない。その中でもカンタープレスや
セットプレーのこぼれからマクアリスターが高い技術から決定機。 
チームの生命線であるトランジションの強度はキープできていた。 
相手の圧力に押された前半から一転して後半は本来の姿を出していく。 
相手のパスミスから一気にサラーへ。サラーからの折り返しを 
カーティス・ジョーンズがダイレクトでフィニッシュ。質の高さを感じる 
同点弾だった。その後失点するがソボスライ、アーノルド、ディアスの投入で 
一気に攻勢に転じる。特に右サイドに入ったアーノルドはサラーの良さを引き出す無
駄のなさを発揮。強力な『発射台』と『ミサイル』が右サイドに設置された。 
2点目を奪われた後のリバウンドメンタリティは見事。相手DFを自陣ゴール前に釘付
けにしながら奪った3点目は凄みを感じるものだった。 
最後にニューカッスルにセットプレーで追いつかれるも、難敵を相手に 
AWAYで奪った勝ち点1は引き分けても強しの印象をつけるには申し分のない 
試合内容だった。 
個人的なMOMはサラー。もはやわかっていても止められない決定力は説明不要。

・キーマンを塞がれた時のビルドアップの打開策提示 
・シュートシーンでの細かな言語化 
・ゴールシーンで守備側目線での守り方言及

Challenges to the Next


